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(1)事業概要  
 

会社概要 

会 社 名 株式会社 スカイロード 

代 表 者 名 代表取締役 熊谷 康晴 

住 所 〒399-0037 

  長野県松本市村井町西 2 丁目 3 番 5 号 

創 立 2013 年 6 月 

資 本 金 2000 万円 

建 設 業 の 許 可 長野県知事 許可 (特-30 号) 25000 号 

許 可 有 効 期 限 令和 5 年 8 月 6 日～令和 10 年 8 月 5 日 

建 設 業 の 種 類 建設業における舗装土木工事 

 

事業規模 

完 成 工 事 高 13,9 億円 

従 業 員 数 33 名   

床 面 積 本社 116m2 

 

環境保全の責任者及び担当者 

E A 2 1 担 当 者 【EA21 責任者】工事部：鈴木英明 【EA21 事務局】営業部 上條 りほ 

連 絡 先 【TEL】0263-87-8465  【FAX】0263-87-8983 
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実施体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

【代表取締役社長】 熊谷 康晴 

【環境管理責任者】 

【工事部部長】 鈴木 英明 

【EA21 事務局】 

営業部 
工事部 総務部 
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(2)①環境経営方針 

 

 

株式会社 スカイロードは、【経営理念】に基づき、舗装土木工事業中心とした事業活動を

通じて、地域社会の発展の実現を目指す基本理念のもと、地球温暖化問題への取り組みや

地域環境活動に自主的・積極的に取り組みます。 

 

1、 環境関連法規制等を遵守したうえで事業活動をいたします。 

2、 ガソリン・軽油を削減し二酸化炭素排出量削減に努めます。 

3、 産業廃棄物の適正処理を行い、再資源化推進に努めます。 

4、 現場、事務所での節水に努め水質汚濁防止に努めます。 

5、 環境配慮型工法の推進を行います。 

（保水性・遮熱性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の提案の推奨） 

6、 全従業員への環境教育を継続、実施いたします。 

7、 環境経営の持続的改善を推進します。 

8、 環境経営方針を全従業員に周知します。 

制定日 ２０２０年 １１月１１日 

第２版 ２０２２年 ０２月１６日 

株式会社 スカイロード          

代表取締役 熊谷 康晴 

 

 

 

株式会社 スカイロードは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています 

 

株式会社 スカイロードは、道路の「舗装」を通じ、クリーンで安心・安全なまちづくりの創造に貢献していきます。 

私たちは、無理をせず今できることから優先的に取り組んでまいります。 
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(3)環境経営計画の内容、環境経営計画に基づき実施した内容 

取組内容 

取組目標 活動計画・項目 実施した内容 評価 

電気使用量削減 

空調温度の適正化 

冷房時：28℃/暖房 20℃に設定 

人感センサーの導入 

石油ストーブの活用 

〇 

不使用箇所の消灯 

お昼休み時の電気消灯 

間引き点灯 

帰社時の PC 機器のシャットダウン 

蛍光灯→LED への交換（2025/2 実施） 

〇 

ガソリン及び軽油 

使用量削減 

エコドライブの徹底 

・法定速度での運転 

・急ブレーキ・急発進ゼロ 

・アイドリングストップ 

移動距離を考慮した運転計画 

エリア別の営業活動の実施 

無駄な暖気を行わない 
〇 

適切な車両の整備 

・ハイブリッド車の購入 

・月２回の車両点検の記録簿記入 

・工事使用機材の点検 

・エンジンオイル交換等定期的点検実施 

〇 

廃棄物排出量削減 廃棄物分別の徹底 
・分別回収箱等に種類ごとにイラスト設置 

・資源化可能な古紙などの再利用 
〇 

水利用量削減 

節水表示板の設置 
・声かけ、各流しなどに節水を意識するよう節水表

示を設置する 
〇 

節水方法の検討 

・洗車時はバケツや高圧洗浄機を使用しこまめに止

水 

・手洗い等を行い節水に取り組む 

〇 

働き方改革 

若手社員の育成 

作業員の空調服導入 

事務員の制服支給 

・新卒社員の確保（就活セミナー参加・地元高校の就

職担当へ挨拶） 

・現場作業員へ空調服を導入で熱中症対策実施 

△ 

SDGs 
外国人採用への取り組み 

雇用拡大 

・インドネシア人の技能実習生、特定技能者の雇用促

進（2024 年 10 月 2 人入社） 
○ 

DX 推進 

 

勤怠管理（ｲｰｻｽ導入） 

情報共有 

・勤怠システムの運用 

・LINEWORKS 及び Zoom 使用、リアルタイム共有 

 指示の推進運用 

○ 
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（4）環境活動計画 

次年度の環境経営目標・環境経営計画 

取組目標 目標値 活動計画 目標達成手段 

電気使用量削減 
17,449 

kg-CO2 

空調温度の適正化 

不使用箇所の消灯 

冷房時：28℃/暖房 20℃に設定 

人感センサーの導入 

石油ストーブの活用 

お昼休み時の電気消灯 

帰社時の PC 機器のシャットダウン 

ガソリン及び軽油 

使用量削減 
224,857  
kg-CO2 

・エコドライブの徹底 

・法定速度での運転 

・急ブレーキ・急発進ゼロ 

・アイドリングストップ 

・適切な車両の整備 

移動距離を考慮した運転計画 

エリア別の営業活動の実施 

無駄な暖気を行わない 

ハイブリット車の購入 

月２回の車両点検の記録簿記入 

工事使用機材の点検 

エンジンオイル交換等定期的点検 

廃棄物排出量削減 40.3 t 

シュレッダー廃紙のリサイク

ル化 

廃棄物分別の徹底 

・分別回収箱等に種類ごとにイラスト設置 

・資源化可能な古紙などの再利用 

・帳票見直しによる印刷物の削減 

・混廃の禁止 

・作業ミスによる排気量の削減 

一般廃棄物の削減 749 kg 

分別の徹底 

事務資材の 3R 

帳票見直しによる印刷物の削減 

混廃の禁止 

水利用量削減 96 ㎥ 節水方法の検討 
・洗車時はバケツや高圧洗浄機を使用しこまめに止水 

・節水シールの貼付とポスター掲示 

働き方改革 2 人 

若手社員の育成 

作業員の空調服導入 

事務員の制服支給 

・新卒社員の確保（就活セミナー参加・地元高校の就

職担当へ挨拶） 

・現場作業員へ空調服を導入で熱中症対策実施 

SDGs 1 人 
外国人採用への取り組み 

雇用拡大 
・インドネシア人の特定技能者の雇用促進 

DX 推進  情報共有 

・LINEWORKS 及び Zoom 使用、リアルタイム共有 

 指示の推進運用 

・クラウド管理、ソフトウェア更新 

環境性能向上およびサー

ビスの改善 

提案：2 件 

施工：1 件 

環境配慮型工法の提案・

施工 

・中温化アスファルト舗装の提案施工 

・リペットペーブの提案・施工 
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(5)⑫基準年の環境負荷と環境経営目標 

2024年度まとめ 

 
 
 

※電力の Co2 排出係数は 2023 年は 0.459 ㎏-Co2/kWh を用いて算出しています。 

※使用電力会社は中部電力です。 

 

 

 

  

基準年

(実績)
前年度実績 年度目標 年度実績

2020年度

(通年)

2023年度

(通年)

2024年度

(通年)

2024年度

(通年)
2025年度 2026年度

19/4～20/3 23/4~24/3 24/4~25/3 24/4~25/3
2020年度実績比

3％削減

2020年度実績比

3.1％削減

Co2総量

kg-Co2

ガソリン使用

量(L)

軽油使用

量(L)

灯油使用

量(L)

一般廃棄物

排出量(kg)

産業廃棄物

排出量(kg)

水使用量

(m3)

化学物質使用量

(kg)

アスファルト混合物・乳剤・セメント等を使用しておりますが、これらは舗装工事において必要不可欠な主材料であり、

使用量を削減することが施工品質や安全性に影響を及ぼす可能性があります。

5、化学物質使用量の削

減

環境目標 項目

中期目標

1、二酸化炭素

　　排出量削減
240,373 198,140 234,364 192,620 233,162 232,921

①電力使用量の削減

電力使用量

Kwh
17,989 16,746 17,540 17,449 17,431

Co2

kg-Co2
8,562 7,686 8,348 9,262 8,305 8,297

22,001

②燃料(ガソリン)

　　使用量の削減

25,780 18,261 25,136 20,304 24,981

kg-Co2 59,811 42,365 58,316 47,106 58,017 57,957

25,007

③燃料(軽油)

　 使用量の削減

66,666 55,968 65,000 51,694 64,599

kg-Co2 172,000 144,397 167,700 133,371 166,840 166,668

64,666

④燃料(灯油)

　 使用量の削減

1,847 1,483 1,801 1,157 1,790

kg-Co2 4,599 3,692 4,485 2,881 4,461 4,456

1,792

748

3、産業廃棄物

　　排出量の削減
41550 58,795 40,512 75,874 40,304 40,262

2、一般廃棄物

　　排出量の削減
772 890 753 880 749

964、水道使用量の削減 99 94 97 87 96

-22%

-24%

-24%

-26%

-26%

-56%

-56%

+20%

-11%

+14%

+47%

+10%

 



 

 

 

9 

(6)⑫電力使用量・燃料使用量 

 グラフ一覧表(前年比) 

• 電力のグラフ 

 

• ガソリンのグラフ 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2023年 1,311 1,050 1,032 1,702 1,547 1,663 981 1,380 1,727 1,352 1,609 1,392

2024年 1,255 758 1,071 1,203 1,888 1,910 1,373 1,882 2,301 2,583 2,967 2,812

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

K
W

h

軸ラベル

電気使用量

2023年 2024年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2023年 2,288 1,625 1,564 1,840 1,633 1,557 1,449 1,345 1,331 1,370 1,043 1,216

2024年 1609 1280 1297 1586 1751 2018 2011 1853 1841 2181 1395 1,480

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

ℓ

軸ラベル

ガソリン使用量

2023年 2024年

新しい機器の導入や稼働時間の

延長により、使用量が増えている。 

意識改革や行動の見直しが必要。 

車の台数が増えたことによる使

用料増加が考えられる。 

いかに効率的な運転計画や 

エコドライブをしていくか課題。 
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• 軽油のグラフ 

 
 

• 水のグラフ 

  

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2023年 5,537 3,037 4,347 5,131 3,902 4,342 4,627 6,005 7,869 4,620 2,304 4,247

2024年 6,219 4,232 2,101 4,008 3,926 4,233 4,957 5,001 5,352 4,343 3,188 4,133

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

ℓ

軸ラベル

軽油使用量

2023年 2024年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2023年 8.0 6.0 6.5 8.0 7.0 9.0 8.0 7.5 7.5 7.0 10.5 9.0

2024年 8.0 5.5 8.0 8.5 8.0 9.0 6.5 6.5 8.0 5.5 6.5 7.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

ｍ
3

軸ラベル

水使用量

2023年 2024年

総数量減少。 

今後も続けていきたい。 

減少傾向。今後も引き

続き続けていきたい。 
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• 産業廃棄物のグラフ 

 
 

 

 

 

• 一般廃棄物のグラフ 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2023年 13,200 7,285 11,200 4,480 2,720 15,110 4,800

2024年 3,840 30,204 1,950 1,650 2,380 33,700 2,150

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

ｋ
ｇ

軸ラベル

産業廃棄物

2023年 2024年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

2023年 70 75 70 60 80 85 80 85 70 80 65 70

2024年 75 75 65 60 70 90 75 75 85 75 60 75

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

ｋ
ｇ

軸ラベル

一般廃棄物

2023年 2024年

前年度より減少傾向。 

今後も継続していきたい。 

総数量増。課題として残る。 
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(7)⑫環境経営目標の実績・取組結果とその評価 
 

環境活動計画 

取り組みとその評価 

環境目標 

3％削減 
実績 達成区分 評価及び次年度の取り組み 

1、Co2 削減 
234,364 

kg-Co2 

192,620 

kg-Co2 

-41,744kg-Co2 
●一人一人の意識改革によ

るもの 

 

 

  

①電力使用削減 

・エアコンの温度管理 

・照明や OA 機器消灯の徹

底 

17,540 

kWh 

22,001 

kWh 

+4,461kWh 
●不使用箇所の消灯の徹底 

●空調機器の徹底管理 

●エアコンフィルターの清掃  
  

②燃料(ガソリン)使用削減 

・車両の点検設備の徹底 

・エコドライブの徹底 

25,136 

ℓ 

20,304 

ℓ 

-4,832ℓ 
●エコドライブ等の意識 

●適正な車両の整備 

・月 1 回の日常点検実施 

   

   

③燃料(軽油)使用削減 

・低燃費の車両使用 

65,000 

ℓ 

51,694 

ℓ 

-13,306ℓ 
●エコドライブ等の意識 

●適正な車両の整備 

・月 1 回の日常点検実施 

   

  

④燃料(灯油)使用量削減 

・低燃費の重機の使用 

1,801 

ℓ 

1,157 

ℓ 

-644ℓ 

 

●事務所温度を 2 度下げる 

●服装などで調整 

 

 

2、一般廃棄物排出量削減 

・廃棄物分別の徹底 

753 

kg 

880 

kg 

+127kg 
●目標達成はできなかったが、昨年

度よりは減少している。引き続き、裏

紙の使用やペーパ－レス化の推進、

分別の徹底を行っていきたい。 
  

3、産業廃棄物排出量削減 

・廃棄物分別の徹底 

40,512 

kg 

75,874 

kg 

+35362 
●分別の徹底 

  

4、水使用量の削減 

・節水意識の喚起 

・節水表示板の設定 

97 

ｍ3 

87 

ｍ3 

-10ｍ3 
●節水意識の上昇 

●節水表示の効果 

●洗浄方法の検討   

5、働き方改革 
2 名新規

採用 
0 名 

 ●新卒採用 0 名 

●社員の定着率が課題 
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6、SDGs 
外国人労

働者獲得 
4 名採用 

 
外国人労働者 4 名の採用 

7、DX 推進 DX 化 
新部署設

立 

 広報担当採用 

SNS 情報発信 

8、環境教育 2 回 2 回 
 

産廃法・独禁法 
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(8)⑬環境関連法案等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

• 適用させる主な環境関連法規等は次のとおりである。 

適用される法則性 適用される事項(施設・物質・事業活動等) 評価 

廃棄物処理法 
〇再生資源の利用 

〇特定副産物に係る再生資源の利用の促進 

 

〇 

建設リサイクル法 
〇特定建設資材を分別解体等の実施、 

  再資源化等の実施 

 

〇 

オフロード法 
〇基準適合表示等が付された特定特殊自動

車の使用 

 

〇 

労働安全衛生法 〇労働者の健康の確保 〇 

省エネ法 〇エネルギー使用量のデータまとめ 〇 

グリーン購入法 
〇エコマーク付文具等の購入 

〇カウネットによるグリーン購入 

 

〇 

 
 

※環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反及び訴

訟はありませんでした。また関係当局による違反等の指摘・苦情は過去 3 年間ありません。 
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（9）⑪環境上の緊急事態の対応に関する試行及び訓練の結果 

 

現場作業員において、気温の上昇に伴い熱中層の疑いがある作業員が出た場合の想定訓

練を行った。 

日時 2024 年 6 月 10 午後 14 時～15 時 

目的 熱中症の作業員が出た場合、迅速な対応・処置ができるようにするため 

手順 

① 熱熱中症の疑いがある作業員を涼しい環境下への避難 

・意識障害・痙攣・ふらつき等が代表的な症状の一つ 

 

② 脱衣と冷却 

・涼しい環境下へ移動でき次第、衣服を緩め体を冷却することが大切・ 

・首元や脇などを冷やすのが効果的 

 

③ 塩分・水分の補給 

・スポーツドリンクや食塩水など水分・塩分を補給することが大切 

 

④ 医療機関へ搬送をする 

・意識障害や自力での水分摂取ができない場合など搬送する 

評価 

適切な処置方法を学ぶことで、いざというときに、実践できるように確認する

ことが出来た。 

 

また、現場に保冷剤や熱中症対策キットなどを持っていくようにした。 
 

 ※想定した手順の確認を行う訓練でした。2024 年度には熱中症者は出ておりませんが、手順の確認によ

り、いざというときに実践できることから有効な訓練であったと評価します。 
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(10)⑭問題点の是正処置及び予防措置の結果 

スペースの効率的な利用と整理を目的として、 

駐車区画線を設置。 

 

各車両が正確に指定されたスペースに駐車するように

なり、駐車場の秩序が改善。 

 

自転車が不規則に駐車され、 

安全性の懸念があった。 

駐輪スペースを明確にするために枠線の設置をした。 

利用者は指定された場所に自転車を止めるようになり、

安全性が向上した。 

 

駐輪・駐車スペースが明確化され、整理・整頓が促進され、安全性が向上した。 

今後も継続して改善活動を行い、駐車場の環境維持・向上に努める。 
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 (11)⑩事故及び緊急事態の想定結果及びその対応策 

• 災害時の対応 

災害や事故の発生を想定し、下記の通り訓練を行う。 

いずれの場合も社員・作業員は近隣の安全を第一に考え行動できるように心掛ける。 

 

想定される緊急事態 緊急時の対応 訓練内容 

地震・台風・異常気象による災害 
・常に最新の情報収集に努める 

・避難場所、避難経路への誘導 

・消火器の設置場所と使用方法の

確認 

 

・避難場所、避難経路の確認 

・ガスボンベ等の漏洩、転倒の確認 

 

 

・使用機材の点検、確認 

火災 
・消防署への連絡 ・避難指示 

・初期消火活動 

作業現場における事故 

・消防署等関係機関への連絡 

・負傷者の救助 

・状況報告、再発防止対策 

 

• 緊急時の連絡体制 

災害や事故等緊急事態時の連絡体制 

 

芳川消防署     警備会社 

セコム上信越㈱ 

     まつもと医療センター 

0263-58-4322       0263-24-0756      0263-58-4322 
                             

                             

寿・村井交番       

㈱スカイロード 
     中部電力 松本事業所 

0263-58-2024                0120-984-565 
           0263-87-8465            

                             

松本ガス                   NTT東日本 

0263-25-6060      各工事現場      113 
                            

                            

松本上下水道局                  松本労働基準監督署 

0263-46-6800               0263-48-5693 
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(12)⑮代表者による全体の評価と見直しの結果 

1、電力使用量の削減 

電力使用量に関して、目標を下回る結果となりました。主な原因として、IT 機器の稼

働増加や、休憩室へのモニター設置等による電力需要の増加が考えられます。また、業

務の効率化や快適な職場環境づくりを進める中で、空調や照明の使用時間が長くなる

傾向も影響しています。今後は、これらの使用状況を踏まえ、より効率的な機器の選定

や、使用時間の見直し、LED 照明の導入拡大、こまめな消灯や電源オフの徹底など、

日常的な節電意識の向上を図ってまいります。 

全体(実施体制含む) 

昨年度同様、社員の意識改革を促すために情報発信を行いました。その結果、少しず

つではありますが、社員の理解と行動に変化が見られるようになってきました。また、ハイブ

リッドカーの導入にも成功しましたが、全体の車両数が増加しているため、エコドライブの

意識向上を図っていきたいと考えています。 

 

さらに、DX 化の推進により、グループウェアを活用した情報共有や SNS での情報発信

が定着しつつあります。これにより、業務効率の向上と環境への配慮の両立が進んでい

ます。加えて、休憩室に設置したモニターにより、社員がリアルタイムで情報を確認できる

環境も整いました。 

 

今後も働きやすく、かつ環境に配慮した職場づくりを継続してまいります。ただし、目標を

達成できた項目もある一方で、昨年度よりも CO2 排出量が増加している項目もありま

す。この増加の原因は一つに絞り込むことは難しく、社員数の増加だけでなく、現場の場

所や特性による影響も考えられます。引き続き、これらの要因を詳細に分析し、エコアク

ションの取り組みを強化し、持続可能な環境づくりを目指してまいります。 

 

令和 7 年 4 月 24 日 

株式会社 スカイロード 代表取締役 

熊谷 康晴 


